
（ 8 ）2 0 2 2  年 （ 令 和  4  年 ）9  月  2 3  日 　 金 曜 日

機 能 強 化 や 安 全 確 保 な ど 港 の 発 展 に 貢 献

茨 城 県 茨 城 港 湾 事 務 所 長 受 賞

　 こ の た び 、 優 秀 建 設 技 術 者 表 彰 を 受 賞 さ れ ま し た 皆 様 方 に は 心 か ら お 祝 い 申 し 上 げ ま す 。

　 本 表 彰 は 、 茨 城 港 湾 事 務 所 が 発 注 し た 令 和 3 年 度 完 成 工 事 5 0 件 の 中 か ら 、 誠 実 か つ 適 正 に 施 工 し 、

優 秀 な 成 績 で 完 成 さ せ た 技 術 者 6 名 の 方 々 を 表 彰 さ せ て い た だ き ま し た 。

　 茨 城 の 港 は 、 県 土 を 支 え る 社 会 基 盤 の 一 つ と し て 、 物 流 、 人 流 及 び エ ネ ル ギ ー 供 給 な ど で 重 要 な

役 割 を 担 っ て お り 、 受 賞 者 の 皆 様 が 従 事 し た 工 事 は 、 機 能 の 強 化 、 利 用 者 の 安 心 ・ 安 全 の 確 保 な ど 、

港 の 更 な る 発 展 に 大 き く 貢 献 す る も の で あ り ま す 。

　 受 賞 者 の 皆 様 に は 、 今 後 と も 優 れ た 技 術 力 を 発 揮 さ れ ま す と と も に 、 Ｉ Ｃ Ｔ を 活 用 し た 生 産 性 向

上 や 人 材 の 育 成 に も 積 極 的 に 取 り 組 ま れ 、 益 々 ご 活 躍 さ れ ま す こ と を ご 期 待 申 し 上 げ ま す 。

ご あ い さ つ
県 茨 城 港 湾 事 務 所

所 長 　 根 田 　 信 義

受 賞 者 ： 監 理 技 術 者 塚 　 本 　 光 　 一

■ 茨 城 港 湾 事 務 所 表 彰

［ 工 事 名 ］ 0 2 国 補 日 統 第 0 2 － 0 6 － 4 8 3 － 0 － 0 0 1 号 外 日 立 港 区 第
1 ふ 頭 C 岸 壁 上 部 工 打 替 工 事

代 表 取 締 役 社 長  株 　 木 　 康 　 吉

代 表 取 締 役 社 長  黒 　 江 　 俊 　 郎

本 店 ／ 茨 城 本 店 　 水 戸 市 吉 沢 町  3 1 1 － 1

T E L 0 2 9 － 2 4 8 － 0 2 2 2  ㈹

株 木 建 設 株 式 会 社
生 き る ち か ら を 作 る 会 社

専 務 執 行 役 員
茨 城 本 店 長

受 賞 者 ： 監 理 技 術 者 中 野 　 　 　 修

■ 茨 城 港 湾 事 務 所 表 彰

［ 工 事 名 ］ 0 2 県 単 常 臨 第 0 2 － 0 6 － 0 9 0 － ０ － 0 0 3 号 常 陸 那 珂 港 区
浚 渫 土 砂 処 分 場 護 岸 裏 込 工 事 （ ① 工 区 西 ）

代 表 取 締 役  岡 　 部 　 英 　 明

〒 3 1 6 － 0 0 0 3 　 茨 城 県 日 立 市 多 賀 町 二 丁 目  1 0  番  7  号

T E L 0 2 9 4 － 3 6 － 1 6 8 1

F A X 0 2 9 4 － 3 2 － 0 2 4 8

受 賞 者 ： 監 理 技 術 者 宇 佐 美 　 忠 幸

■ 茨 城 港 湾 事 務 所 表 彰

［ 工 事 名 ］ 0 2 県 単 常 臨 第 0 2 － 0 6 － 0 9 0 － 9 － 0 0 1 号 常 陸 那 珂 港 区
浚 渫 土 砂 処 分 場 護 岸 裏 込 工 事 （ ② 工 区 ）

代 表 取 締 役  鈴 　 木 　 達 　 二

〒 3 1 7 － 0 0 7 7 　 茨 城 県 日 立 市 城 南 町  1 － 1 1 － 3 1

T E L 0 2 9 4 － 2 2 － 5 3 1 1  ㈹

F A X 0 2 9 4 － 2 1 － 6 3 1 8 　

鈴 縫 工 業 株 式 会 社

未 来 を つ く る
T O T H E N E X T S T A G E

総 合 建 設 業  鈴 縫 工 業 株 式 会 社　 w w w. s u z u n ui. c o.j p

茨 城 県 出 先 事 務 所  成 績 優 秀 な 管 内 を 代 表 す る 技 術 者 紹 介 広 告 企 画 ・ 制 作 　 建 設 未 来 通 信 社 広 告 部

令 和 4 年 度 優 秀 建 設 技 術 者 表 彰
～ 建 設 業 の 健 全 な 振 興 発 展 に 大 き な 貢 献 ～

受 賞 者 ： 監 理 技 術 者 鈴 　 木 　 太 　 一

■ 茨 城 港 湾 事 務 所 表 彰

［ 工 事 名 ］ 0 2 国 補 ス ト マ ネ 第 0 2 － 0 6 － 2 3 3 － 0 － 0 0 1 号 平 潟 漁 港
平 潟 漁 港 南 防 波 堤 補 修 工 事

代 表 取 締 役 社 長  秋 　 山 　 光 　 伯

〒 3 1 6 － 0 0 2 2 　 茨 城 県 日 立 市 大 沼 町  1  丁 目  7  番  1  号

T E L 0 2 9 4 － 3 4 － 2 2 3 3

F A X 0 2 9 4 － 3 4 － 6 9 1 0

日 時 ： 令 和 4 年 9 月 1 4 日 （ 水 ）

場 所 ： ワ ー ク プ ラ ザ 勝 田

㈱ 秋 山 工 務 店

鈴 木 　 太 一 氏

株 木 建 設 ㈱

塚 本 　 光 一 氏

㈱ 岡 部 工 務 店

中 野 　 　 修 氏

鈴 縫 工 業 ㈱

宇 佐 美 　 忠 幸 氏

　
冒 頭 、 根 田 所 長 は 受 賞

者 に 対 し て 「 受 賞 者 の 皆 さま に は 今 後 と も 優 れ た 技 術を 発 揮 し て い た だ く と と もに 、 建 設 業 界 、 地 域 発 展 のた め に さ ら な る 活 躍 を ご 期待 申 し 上 げ る 」  と あ い さ つ 。　
続 い て 、 鈴 木 会 長 が 祝

辞 。  「 受 賞 者 の 皆 さ ま は 新型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 や熱 中 症 へ の 対 策 を 講 じ な がら 、 気 象 変 動 に よ る 自 然 災害 の 脅 威 の 中 で 施 工 に 当た っ て い た だ い た 。 大 変 工　
古 河 市 は 、 思 川 浄 水 場

（ 栃 木 県 野 木 町 野 木 ２ ２ ０９ ） の 計 装 薬 注 設 備 更 新 工事 を 実 施 す る 。 年 内 に も 一般 競 争 入 札 で 公 告 し た い 考え 。 工 期 は

2 5カ 月 程 度 を 見

込 ん で い る 。 設 計 は ㈱ 環 境技 研 コ ン サ ル タ ン ト （ 千 葉県 千 葉 市 ） が 担 当 し た 。　
主 な 工 事 内 容 は 、 薬 品 注

入 設 備 、 連 続 水 質 検 査 機 、配 水 ポ ン プ 棟 ・ 管 理 棟 ・ 水　
桜 川 市 は 、 羽 鳥 橋 （ 真 壁

町 羽 鳥 地 内 ） の 水 管 橋 布 設替 工 事 に 向 け 、 準 備 を 進 めて い る 。 設 計 業 務 は 、 や まと 技 研 ㈱ （ 桜 川 市 ） が 担 当し て お り 、 ９ 月 中 に も ま と

夫 を し な が ら 優 秀 な 成 績 で工 事 を 完 成 さ せ 、 他 の 模 範と な ら れ た こ と に 心 よ り 敬意 を 表 す る 」 と た た え た 。　
受 賞 者 を 代 表 し て 株 木 建

設 ㈱ の 塚 本 光 一 氏 は 「 こ の受 賞 を 励 み と し て 、 現 場 代理 人 と し て 一 層 の 技 術 の 向上 に 努 力 し て ま い る 所 存 。今 後 と も 特 段 の ご 指 導 を お願 い 申 し 上 げ る 」 と 謝 辞 を献 じ た 。　
ま た 、 表 彰 式 後 に は 安 全

大 会 を 挙 行 し 、 根 田 所 長 が安 全 標 語 の 受 賞 者 ５ 人 に 表質 試 験 室 の 電 気 設 備 の 更 新な ど 。 こ の ほ か 、 監 視 カ メラ の 更 新 、 外 灯 の Ｌ Ｅ Ｄ 化な ど も 合 わ せ て 進 め て い く予 定 だ 。　
施 設 内 の 各 種 設 備 は 、 経

年 に よ る 老 朽 化 が 進 行 し てい る た め 、 更 新 工 事 に よ り対 応 し て い く 。　
思 川 浄 水 場 の 敷 地 面 積 は

約 ５ 万 ㎡ 。 思 川 の 表 流 水 を水 源 と し て い る 。 許 可 取 水め る 予 定 。 年 内 に も 発 注 ・契 約 に 至 り た い 考 え だ 。　
羽 鳥 橋 は 、 桃 山 学 園 の 付

近 を 通 る 市 道 の 一 部 分 にあ た る 。 工 事 概 要 は Ｓ Ｕ Ｓ（ ス テ ン レ ス ） 管 、 延 長

1 0

ｍ ほ ど を 見 込 む 。　
漏 水 が 確 認 さ れ た こ と か

ら 、 布 設 替 工 事 を 早 急 に 進め る こ と と な っ た 。

（ そ の １ ）  、 ひ た ち な か 市 長砂　
■ 中 野 修 （ ㈱ 岡 部 工 務

店 ） ＝

0 2県 単 常 臨 第

0 2

－

0 6

－ ０ ９ ０

－ ０

－ ０ ０ ３ 号 浚

渫 土 砂 処 分 場 護 岸 裏 込 工 事（ ① 工 区 西 ）  、 ひ た ち な か 市長 砂　
■ 宇 佐 美 忠 幸 （ 鈴 縫 工 業

㈱ ） ＝

0 2県 単 常 臨 第

0 2

－

0 6

－ ０ ９ ０

－ ９

－ ０ ０ １ 号 浚

渫 土 砂 処 分 場 護 岸 裏 込 工 事（ ② 工 区 ）  、 ひ た ち な か 市 長砂　
■ 西 野 栄 治 （ 横 信 建 材 工

業 ㈱ ） ＝

0 2県 単 常 臨 第

0 2

－

0 6

－ ０ ５ ３

－ ９

－ ０ ０ ２ 号

Ｆ

－ ２ 地 区 雨 水 函 渠 布 設 工

事 （ そ の ２ ）  、 ひ た ち な か市 長 砂　 【 安 全 標 語 表 彰 】　
■ 最 優 秀 賞 ＝ 黒 澤 泰 朗

（ 菅 原 建 設 ㈱ ）  『 災 害 は

　
慣

れ と 過 信 と 油 断 か ら

　
初 心

忘 れ ず 安 全 作 業 』　
■ 優 秀 賞 ＝ 遠 山 優 晴 （ 常

総 開 発 工 業 ㈱ ）  『 声 か け 、問 い か け 、 心 が け

　
こ と ば

で つ な ぐ 安 全 確 認 』　
■ 優 秀 賞 ＝ 寺 嶋 敏 夫 （ 東

康 建 設 工 業 ㈱ ）  『 忘 れ る な　
ル ー ル が あ る 事 守 る こ と

　
皆 で 作 ろ う

　
ゼ ロ 災 現

場 』　
■ 優 秀 賞 ＝ 角 屋 秀 樹 （ ㈱

豊 島 工 務 店 ）  『 そ の 違 和 感　
み ん な に 伝 え て

　
事 故 防

止 』　
■ 優 秀 賞 ＝ 平 林 隆 （ 東

亜 建 設 工 業 ㈱ 茨 城 営 業 所 ）『 現 場 は 常 に 変 化 す る

　
気

付 い た 危 険 を

　
見 逃 す な

　

皆 で 声 掛 け

　
無 災 害 』

町 の 一 部 。 浄 水 処 理 方 法 は薬 品 沈 殿 、 急 速 ろ 過 、 塩 素消 毒 な ど 。　
具 体 的 な 着 工 時 期 は 現 段

階 で は 未 定 。　
県 は 働 く 女 性 の た め の

キ ャ リ ア 研 修 （ 若 手 女 性 社員 向 け ） を オ ン ラ イ ン ラ イブ （ Ｚ ｏ ｏ ｍ ） と 対 面 で 開催 す る 。 基 礎 編 （ 先 着

2 0

人 ） は

1 0月

1 1日 、 フ ォ ロ ー

ア ッ プ 編 （ 先 着

4 0人 ） は

1 2

月 ７ 日 を 予 定 。　
問 い 合 わ せ は 、 産 業 戦 略

部 労 働 政 策 課 労 働 経 済 ・ 福祉 グ ル ー プ （ 電 話 ０ ２ ９

－

３ ０ １

－ ３ ６ ３ ５ ）  。

彰 状 を 授 与 。 一 同 は 最 優 秀賞 の 「 災 害 は

　
慣 れ と 過 信

と 油 断 か ら

　
初 心 忘 れ ず 安

全 作 業 」 を 唱 和 し 、 無 事 故無 災 害 を 誓 い 合 っ た 。　
受 賞 者 は 次 の と お り （ 敬

称 略 ）  。　
【 日 立 港 区 】

対 象 件 数

1 5

件 （

8 0点 以 上 ８ 件 ）

　
■ 鈴 木 太 一 （ ㈱ 秋 山 工 務

店 ） ＝

0 2国 補 ス ト マ ネ 第

0 2

－

0 6

－ ２ ３ ３

－ ０

－ ０ ０ １

号 平 潟 漁 港 南 防 波 堤 補 修 工事 、 北 茨 城 市 平 潟 町　
■ 塚 本 光 一 （ 株 木 建 設

㈱ ） ＝

0 2国 補 日 統 第

0 2

－

0 6

－ ４ ８ ３

－ ０

－ ０ ０ １ 号 外

第 １ ふ 頭 Ｃ 岸 壁 上 部 工 打 替工 事 、 日 立 市 久 慈 町　
【 常 陸 那 珂 港 区 】

対 象 件

数

2 8件 （

8 0点 以 上

1 4件 ）

　
■ 綿 引 大 （ 菅 原 建 設 ㈱ ）

＝

0 2県 単 常 機 第

0 2

－

0 6

－ ３

９ ０

－ ９

－ ０ ０ １ 号 Ｄ 岸 壁

側 面 護 岸 ケ ー ソ ン 据 付 工 事量 は ４ 万 １ ７ ６ ㎥ （ １ 日 最大 量 ）  。 給 水 地 区 は 古 河 地区 、 総 和 地 区 、 栃 木 県 野 木　
県 常 陸 大 宮 土 木 事 務 所 は

中 丸 川 に 架 か る 橋 梁 の 架 け替 え に 向 け て 、 本 年 度 か ら詳 細 設 計 に 着 手 す る 。 予 定価 格 は １ ６ ２ １ 万 円 （ 税 抜き ） で 履 行 期 間 は １ ５ ０ 日間 。 事 業 者 は ９ 月

2 9日 に 指

名 競 争 入 札 を 執 行 し て 選 定す る 。　
こ の 事 業 は 中 丸 川 の 拡 幅

に 伴 う ひ た ち な か 市 道 橋 の架 け 替 え を 行 う も の 。 場 所は ひ た ち な か 市 中 根 地 内 で橋 長 は 約

3 0ｍ を 想 定 。 構 造

は Ｐ Ｃ プ レ テ ン シ ョ ン ホロ ー 桁 、 逆 Ｔ 式 橋 台 、 壁 式橋 脚 （ 逆 Ｔ 式 ）  。 ま た 、 架け 替 え と 併 せ て 取 付 道 路 の整 備 （ Ｌ

6 0ｍ ） も 行 う 。

　
県 茨 城 港 湾 事 務 所 （ 根 田 信 義 所 長 ＝

写 真 右

） は

1 4日 、 ワ ー ク プ ラ ザ 勝 田 に て ２ ０ ２ ２ 年 度 優 秀 建
設 技 術 者 表 彰 式 を 挙 行 し た 。 来 賓 と し て 日 立 港 湾災 害 防 止 協 会 の 鈴 木 一 良 会 長 （

写 真 左

）  、 大 洗 港

湾 災 害 防 止 協 会 の 田 口 誠 壽 会 長 、 常 陸 那 珂 災 害 防止 協 会 の 大 曽 根 文 彦 会 長 が 出 席 。 昨 年 度 完 成 し た工 事 の 中 か ら 特 に 優 秀 な 成 績 を お さ め た ６ 人 へ 表彰 状 を 贈 呈 し た 。

県 茨 城 港 湾

施 工 優 秀 な ６ 人 に 栄 誉
技 術 者表彰

地 域 発 展 へ 活 躍 期 待

思 川 浄 水 場 の 設 備 更 新

ひ た ち な か 市 道 橋 の 架 替

年 内 に も 一 般 競 争

詳 細 設 計 に 着 手
古 河 市

県 常 陸 大 宮 土 木

水 管 橋 の 布 設 替年 内 に 工 事 発 注

若 手 女 性 社 員キ ャ リ ア 研 修

桜 川 市 ／ 羽 鳥 橋

茨 城 県

▲ 塚 本 氏 が 謝 辞 を 献 じ た


